(X 月 X 日、 スカ パフ 口— 発) 

じょうかん 

余 は 本日 正午、 無事 ロイヤル • ォ— ク 号に 乗艦 せる 

を もって、 御 安心 あれ。 

かいせん 

余 は、 どうせ 乗艦す るなら、 いきのいい 海戦 を 見物 

したい ものと 思い、 英国 海軍省に 対し、 ド ー ヴァ、 ダ 

ンジ ネル、 ハ リッチの 三 根拠地の いずれ かにて、 英艦 

むねよう せい い 

に 乗 込みた き 旨 要請した ので あるが、 それ は 彼の 容れ 

ると ころと ならず、 わざわざ 北方 ス コ ット ランドの そ 

きょくほく ぐんとう 

のまた 極北 の はなれ 小島で ある ォ— クニ ー 群島へ 送 

リ こまれ たの は、 甚だ 心外であった。 この スカ パフ 

こんきょち 

口 ー 湾 は、 相手 国た る 独国の 海軍 根拠地 ウィルヘルム 



定の もとに、 ど すんど すん と 空砲 を はなって、 猛練習 

すさまじ た く 

であるが、 その 凄 い 砲声 を 原稿に 托して 送れない の 

が 甚だ 残念 だ。 これより 余 は 艦長に インタビュ ー する 

ことにな つてい るので、 ロイヤル • ォ —ク号 乗艦 第一 

報 を これにて 終る。 

(X 月 X 日、 スカ パフ 口 ー 発) 

じゅんもう じゅんめん よこた 

余 は 今、 純毛 純綿 のべ ッドに 横 わりながら、 昨日 

に 引続き、 スカ パフ 口— 発の 第二 報の 原稿 を 書いて い 

ると ころで ある。 寝て いて は、 報告が 書きに くいので 

起きようかと 思う が、 すぐ サラ • ベ ルナ— ル のよう な 

顔した 看護婦が 来て、 上から 押さえる ので、 やりきれ 



ない。 もっとも 余 は、 すっかり 風邪をひいて、 かくの 

如く 純毛 純綿の 中に くるま つ て 宝石の ような 暮し をし 

て 居れ ど、 頭 は ビン ビン、 涙と 渎 とが 一緒に 出る し、 

おかん はつねつ しま つ さつ 

悪寒 発熱で ガ タガタ ふるえて いる 始末、 お 察し あれ I 

I といった ので は、 よく 分らない かもしれ ない が、 早 

くいえば、 余 は 只今、 ロイヤル • ォー ク号 上に 居る の 

ではなく、 スカ パフ 口— 軍港 附属の 地下 病院の 一室に 

横 わって いるので ある。 

余 は、 乗艦 後 二十 四時 間 もた たない のに、 こんな 病 

院に横 わろうと は、 夢にも 思わなかった。 これ は 決し 

しょうたん 

て、 余が 小胆 の あまり 自ら 進んで ロイヤル -ォー ク号 



から 降りた わけで はなく、 只今で は、 生きて いる 人間 

は、 全部 該 艦から 締め出し を 食って いるの だから 誤解 

また 

のない ように。 だから、 余 も 亦こう して 生きて いる 限 

り、 あの 艦に は 乗れない ので ある。 余 は、 無理やりに 

退 艦 させられ しまった。 しかも 一時間 十五 分と いう も 

ほっかい しお ひた 

の を、 夜の 北海の、 あの 冷い 潮に 浸って いたので ある 

から、 まことに 御念の 入った ことであった という 

訳 は、 わが ロイヤル -ォ —ク号 は、 昨夜、 スカ パフ 口— 

しま 

港の 底に 沈んで 了った ので ある。 

余 は、 なんにも 覚えて いない。 あのと き 夜の 甲板へ、 

新鮮な る 空気 を 吸いに 出た ことまで は 覚えて いるが、 



あと は 知らない。 そうそう、 大 爆発が あった こと は 

知っている。 とたんに、 艦は大 震動した つけ。 甲板 を 

走って いく 水兵が、 「独 軍の 飛行機の 空襲 だ。 爆弾が 

命中した ぞ」 と 叫んで いた こと を、 今 思い出した。 し 

かし プロペラの 音 は 全然し なかった ので ある。 仍って 

案ずる に、 独 軍で は、 無音 飛行機 を 使って いるか、 

乃至 はグラ イダ— を もって、 わが ロイヤル -ォ —ク号 

くうばく 

を 空爆した ものに ちがいない。 

てるくに まる 

(><月><日、 照 国 丸より) 

余 は、 ロイヤル. ォ —ク号 事件に て少々 健康 を 痛め 

たの を 口実に、 英国 を 去り、 仏国へ 行って いた。 これ 



前方に ハ リッチ 巿が 見えて きた。 あれ こそ、 余が 最 

初、 派遣 を 願い出で たる ハ リッチ 海軍 根拠地の あると 

ころであった。 わが 照 国 丸 は、 ド— ヴァを 越えて すぐ 

ほ， R 

左折し、 テ— ムズ 河へ 入る ものと 思いの外、 そんな 様 

ま P すぐ 

子 も 見せないで、 ずんずん 真直に 進行して いる。 やが 

て、 これで はハ リッチの 海岸に のりあげそう である。 

なんだか、 余の 気が、 船をハ リッチの 方へ 持って いく 

ように 感ぜられて 愉快で ある。 

さっき は、 同室 内に 乗合 わせて いる ノ— ルゥェ —船 

げきちん 

(シン ガボ— ル 沖で 撃沈 さ れた 船) の 乗組員 に インタ 

しんぴ そうなん 

ビュ— し、 その 神秘な 遭難 談を 原稿に とった。 いずれ 



明日までに 整理のう え、 送稿す る。 

今、 甲板で、 さわいで いる。 なにごと かと 聞いた と 

きらい 

ころ、 オランダの 汽船が、 機雷に やられて 沈んで いる 

えんと つ 

のが 見える そうで ある。 水面から 二 本の 煙 筒 を 出して 

るの が 見える という 話 だ。 遭難 船なん てめ ずらしい 

みもの 

観 物 だ。 これから 甲板へ 龃け 上って、 写真に うつして 

ひとま 

置こうと 思う。 だから 原稿 は、 一先ず ここにて 切る。 

(X 月 X 日、 ハ リッチ 発) 

しょいちねん 

ハ リッチ 発な どと 書く と、 余が、 とうとう 初一念 を 

つらぬ 

貫いて、 ロンドン 上陸 後、 この ハ リッチへ 来たよう に 

じゃすい 

邪推す るであろう。 しかし、 事実 は、 犬ち がいだ。 



ん かの 便 を 得て、 そちらへ 送ろうと 思う。 原稿の 方 は 

すぐ 続いて 打電す るつ もり だ。 只今、 炊き出し を 呉れ 

ると いうから、 これで 一応 報告 を 切る。 こちらの 炊き 

出し は 豪勢 だ。 七面鳥の サンド ウイ ツチに、 ゥ イス 

かくびん 

キ ー の 角壜、 煙草 は MCC だ。 

(><月><日、 グラ ー フ. シュぺ ー 号に て) 

しばらく 通信 を 怠って いたが、 余 は 三た び 艦船 を 

まめ せんかん 

かえ、 今 は 独国 豆 戦艦 グラ— フ • シュぺ —号 上で、 

安 氣に暮 している。 余が、 何処より、 本 艦に 乗 込んだ 

か、 それ は 語る こと を 許されない。 しかし 諸君が、 

ほっかい しさい 

北海の 地図 を ひき、 ュト ランド 諸島の あたり を 子細に 



検討す るなら、 そこに 或る 暗示 を 得る だろう。 

本 艦の 位置 も、 これ また^; 憾 ながら、 語る 自由 を 持 

たない。 ただこう いう こと だけ は 言つ て もい いだろう。 

みなみ じゅうじせ い 

それ は 毎夜の 如く 南十字星が、 美しく 頭上に 輝いて 

いる 事 だ。 但し、 プラネタリウム 館へ 入って いる 訳で 

はない。 

シュぺ ー 号で は、 ラングスドルフ 艦長 以下が、 余 を 

親切に 扱って くれる。 本 艦上に は、 シュぺ —号に 撃沈 

された 英国 船九隻 の 船長 その他の 幹部 乗組員が 収容 さ 

こ ラぐラ 

れ ている が、 彼等と て、 むしろ 厚遇され ている よう だ。 

今し も 彼等が、 甲板 を 散歩して いるの が 見える。 あ、 



しょうそうしかん か 

二人の 少壮士官 は、 一し よに 龃け だしてい つた。 そ 

れを 合図の ように、 シュぺ —号の 主砲 六 門 は、 一せ い 

に 火蓋 を 切った。 

かんそく 

あつ、 命中 だ！ 英艦ェ クセタ —号の 艦 側から、 

もうもう こくえん 

濛々 たる 黒煙が あがる。 余 は …… (編集部より 申す。 

うんの ぶかん 

海 野 一 一 セ 武官の ブ ンタデ レス テ 沖の 海戦 報告 は、 無電 

によって ここまで は、 本社と 連絡が とれて、 受信 中の 

ところ、 ここでぶ つりと 電波 は 切れました。 多分 氏自 

慢の 携帯 用 送信機が 英 艦の 砲弾の ため 破壊され たので 

なまな ま 

しょうと 思います が、 生々 しい 報告 を 生々 しいと ころ 

ごりょうしょう 

で 失い、 甚だ 残念です が 仕方が ありません。 御 諒承 



を 乞う。 尚、 海 野ニセ 武官の 冥福 を、 読者 諸君と 共に 

祈り 上げる 次第であります) 

さき ばら い 

(><月><日、 モンテ ヴ イデ ォ、 先 払 電報) 

マタ、 フネ ハシズ ンダ。 コレデ 三 ドメ ダ。 ョハ、 ラ 

ングス ドルフ カンチョウ ニタ イシ、 ィサ ギヨ クコ ゥガ 

ィニ イデ、 イギリス カン タイト タタ カウ ヨウ スス メタ 

ガ、 カン チョウイ ワク、 「ゥ ンノ サン ニノ ラレ タウ ェカ 

ラハ、 ド ウセ、 ハヤ カレオ ソ カレ チンボ ッ ノウン メイ 

二 アル ノダ カラ、 ムシ 口 ハヤ イトコ、 ジバク トキ メマ 

シタ」 シュぺ ー ゴゥ ノリ クミ イン 四 〇〇 メイ ハ、 ドィ 

ツキ センタ コマ ゴゥ ニゥッ リオ エタ。 ョ、 ヒ トリ ハ、 
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